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２
０
１
１
年
８
月
、
上
関
町
白
井
田
に
、

特
攻
兵
器
「
回
天
」
搭
乗
員
和
田
稔
少
尉
の

追
悼
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
新
聞
等

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
存
知
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
68
回
目
の
終
戦
記

念
日
を
迎
え
る
今
、
改
め
て
こ
こ
で
紹
介
し
、

戦
争
の
悲 

し
み
と
平 

和
の
尊
さ 

に
つ
い
て 

皆
さ
ん
と 

共
に
考
え 

て
み
た
い 

と
思
い
ま 

す
。 

  

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
直
前
の
１
９
４

５
年
（
昭
和
20
年
）
７
月
25
日
、
回
天
光
訓

練
基
地
か
ら
発
進
し
た
和
田
稔
少
尉
（
当
時

23
歳
）
の
搭
乗
し
た
訓
練
中
の
回
天
が
周
防

灘
で
操
縦
不
能
に
な
り
海
底
に
突
っ
込
ん
だ

ま
ま
動
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
終
戦
直
後
の

９
月
、
枕
崎
台
風
に
よ
っ
て
そ
の
機
体
は
浮

上
漂
流
し
、
上
関
町
白
井
田
の
高
瀬
の
岩
礁

に
流
れ
着
き
ま
し
た
。
回
天
の
中
か
ら
発
見

さ
れ
た
和
田
稔
少
尉
の
遺
体
は
、
白
井
田
の

浜
辺
で
荼
毘
に
付
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

和
田
稔
少
尉
は
、
東
京
帝
国
大
（
現
・
東

京
大
）
在
学
中
の
１
９
４
３
年
（
昭
和
18
年
）

秋
に
徴
兵
さ
れ
た
学
徒
兵
で
、
翌
年
10
月
に

特
攻
隊
を
志
願
、
11
月
に
回
天
特
攻
隊
隊
員

と
し
て
光
基
地
に
行
く
よ
う
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
５
月
に
出

撃
命
令
が
下
り
、
最
後
の
帰
郷
が
許
さ
れ
、

～ みんなの力で上関町をもっと元気にしよう！ ～ 

自然菓子工房  欧 舌 

お お し た 

〒742-1511  

熊毛郡田布施町下田布施 874 番地 
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営業時間 10:00～19:00 定休日 日曜日 

自然菓子工房 欧舌 

誰もが安心して食べられるおいしいお菓子を 

2013 年 8 月号 

わいわい掲示板 

◆「祝島 川口健治 絵画展 

～豊かな想い出は、心のなかに～」 
 

 上関町八島出身の画家 故・川口健治先生の絵画展を祝

島で開催します。来場された皆さんが暖かい気持ちで家路

につかれるような、そんな展示会にしたいと思っていま

す。ぜひご来場ください。 
 

【開催日時】 9 月 21 日（土）～23 日（祝）10 時～17 時 

【会 場】祝島公民館 ２階 

【入場料】無料 

【主 催】祝島ネット 21、アトリエ Kenji 

【問合せ】090-8069-5066（國弘） 
 

◆「第４回 八島ふれあい祭り」  
 

【開催日時】8 月 14 日（水）16 時～ 

【会 場】八島ふれあいセンター 

【内 容】盆踊り、カラオケ、夜店など 

【問合せ】0820-62-1872（大田） 
 

◆「祝島 昔なつかし写真展 Part２」  
 

【開催日時】8 月 14 日（水）～16 日（金）9 時～17 時 

【会 場】祝島公民館 ２階  【入場料】無料 

【主 催】祝島ネット 21 

【問合せ】090-8069-5066（國弘） 

 

静
岡
に
帰
郷
し
ま
し
た
が
、
特
攻
志
願
の
こ

と
や
出
撃
の
こ
と
な
ど
、
全
て
を
家
族
に
話

し
て
し
ま
い
た
い
気
持
ち
を
抑
え
、
何
も
話

せ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
５
月
25
日
に
太
平

洋
南
方
に
出
撃
し
ま
し
た
が
、
発
進
の
機
会

が
な
く
、
６
月
28
日
に
一
旦
帰
国
し
、
光
基

地
で
の
訓
練
中
に
殉
職
さ
れ
ま
し
た
。 

彼
は
日
記
や
多
く
の
貴
重
な
手
記
な
ど
を

遺
し
て
お
り
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
テ
レ
ビ

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
や
、
映
画
『
出

口
の
な
い
海
』
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。 

  

「
回
天
」
記
念
碑 

を
建
立
さ
れ
た
原
田 

博
之
さ
ん
（
上
関
水 

産
代
表
）
に
、
そ
の 

い
き
さ
つ
な
ど
を
伺 

い
ま
し
た
。 

 

30
数
年
前
、
和
田 

稔
少
尉
の
妹
の
西
原 

若
菜
さ
ん
が
、
兄
の
乗
っ
た
回
天
が
漂
着
し

た
場
所
に
つ
い
て
の
情
報
を
求
め
て
上
関
町

役
場
に
電
話
を
か
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
当

時
、
町
役
場
の
総
務
課
に
勤
務
さ
れ
て
い
た

原
田
さ
ん
が
そ
の
電
話
の
対
応
を
さ
れ
、
１

９
８
１
年
夏
に
若
菜
さ
ん
を
漂
着
現
場
に
案

内
さ
れ
ま
し
た
。
若
菜
さ
ん
は
そ
の
場
で
泣

き
崩
れ
、
原
田
さ
ん
も
も
ら
い
泣
き
し
た
そ

う
で
す
。
そ
の
後
、
原
田
さ
ん
は
若
菜
さ
ん

と
文
通
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
若
菜
さ
ん

か
ら
は
兄
を
思
う
心
情
が
切
々
と
綴
ら
れ
た

手
紙
が
毎
月
の
よ
う
に
届
き
、
そ
れ
を
読
む

た
び
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。 

 

原
田
さ
ん
は
「
和
田
さ
ん
を
追
悼
し
、
戦

争
の
悲
し
さ
を
後
世
に
伝
え
た
い
」
と
記
念

碑
の
建
立
を
思
い
続
け
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
熱
く
誠
実
な
心
に
賛
同
し
た
有
志
と
白

井
田
地
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
、
２

０
１
１
年
８
月
に
白
井
田
公
園
内
に
記
念
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

〈
裏
面
に
つ
づ
く
〉 

平
和
を
願
う
「
回
天
」
記
念
碑 

 
 
 
 
 

～
白
井
田
地
区
～ 
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お問い合わせ・お申し込みは 

わいわいタイムス編集部まで 

電話 090-8069-5066（國弘） 

〒742-1401 上関町祝島 
 電話 0820-66-2053 
メール：minsyuku@iwaishima.jp 

http://iwaishima.jp/minsyuku/ 

 

はっぴーあいらんど 祝島 

民宿くにひろ 

祝島 
１泊２食 6000 円 

素泊まり 3500 円 

白井田に建立された「回天」記念碑 

原田博之さん 


